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c. L. Liu 教授講演

Theory of Scheduling 

( 7 月 11 日， IBM 本社オーディトリアム)

C. L. Liu 教授は， rIntroduction to Combinatoｭ

rial MathematicsJ の著者としても有名であるが，こ

の日の講演ではスケジューリング理論のいくつかの間題

に関して，解法アルゴリズムを含めた現在までの研究成

果に対する紹介とコメントが加えられた.

まず最初に取り上げた問題は，し、くつかの仕事とそれ

らの間の前後関係，優先関係，各仕事の処理時間とそれ

らを処理する何台かの機械とが与えられた場合に，すべ

ての仕事の完了時聞を最小にするという問題である.こ

の特別な場合として T.C.Hu あるいは E. G. Coffman 

のアルコリズムが紹介された. Hu のケースは各仕事の

処理時聞がすべて 1 で各仕事聞の前後関係が木(tree) の

形で与えられる場合である. Coffman のケースは各仕

事の処理時聞がすべて 1 でさらに処理機械の数が 2 の場

合である.

つぎには前述のいくつかの問題に対して，スケジュー

リングアルゴリズムによって得られる解の聞の上下限値

を求める問題について述べ， R. L. Graham らの結果の

サーベイが紹介された.いまあるスケジューリング問題

に対する最短完了時聞が Wo で，それに対して仕事問の

前後関係，優先関係を変え，処理機械の台数を n とした

場合の最短完了時間を W とすると，

叩/Wo孟2ー I/n (*) 

なる関係がある (Graham). それに対して上述の特別の

ケースとしての Hu タイプの問題に対しては， (*)式の

右辺値が n-2 の時に 4/3 ， n;;;; 3 の時に 2ー 1/(均一 1) と

して与えられることが述べられた.さらに各仕事の終了

締切時聞が与えられる場合のスケジューリング問題につ

いて論じられた.この場合には締切時間の早い仕事から

処理していくスケジュールが最大遅れ等を最小にする問

題の最適解とはなりうるものの，一般には処理機械台数

が l の下で完了時間を最小にする問題ですら‘グター完
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全であって非常にむずかしいことが述べられた.

最後に，容量 1 のピンに与えられた単位容量以下の水

を組合せて単位容量以下におさめつつ入れる場合に，ピ

ンの数を最小にするというピンづめ問題 (Bin packing 

problem)について D. S. Johnson の結果をもとに述べ

られた.この最小ピン数を No とし，以下のような 2 種

類のアルゴリズムを考え，各々によって得られるビン数

を NF， NFD とする . (i)FF(first-fitい各容量の水を

それが入りうる最初のビンに入れる. (ii) FFD (firstｭ

fit-decreasing) 各容量の水を非増加順に並べFF方式

を用いる.この時以下のような関係が得られる.

lim NF/No孟 17/10 あるいは lim NFD/N。孟 11/9.
No吟∞ No~∞

さらには水の各容量にいくつかの制約が与えられた場合

のいくつかのより良い上限値を与える結果が紹介され

?こ.

以上のようにスケジューリ γグ問題を広く組合せ論的

な立場から眺めた場合の研究結果の紹介が行なわれ，こ

のような分野の研究の概要およびその将来の方向を知る

うえでも有益な講演であった. (出席者約20名)

(大山達雄)
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